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防災・復興を支える言葉の力
～釜石での活動を中心に～

大野 眞男
（岩手大学嘱託教授）

要　旨

災害対応事業について時系列に整理すると、一般的に三段階が存在し、関係する言葉の機能も違っている。１）防
災・減災段階　２）発災時の支援段階→言葉の通達的機能（意思疎通の道具）３）再興支援段階→言葉の象徴的機能
象徴的機能とは、地域や集団の文化と密接に結びついたものであり、アイデンティティー表出機能とも呼ばれる。

東日本大震災で被災したコミュニティが再興されていく際には、言葉の地域アイデンティティー表出に関わる機能
が、傷ついた地域コミュニティの再生と深く結びついていた。「がんばっぺし、釜石」などというペンキ書きの復興
メッセージは記憶に新しい。あえて方言でしか表すことのできない、地域の仲間意識や連帯的感情が込められてい
る。方言で昔話を語る女性グループ「漁火の会」が釜石に 10 年前にできた。彼らと連携することで、方言語りを通
じて被災した地域の活性化を支援する活動を８年間継続してきた。その一部として、方言昔話絵本『ふるさとの昔話』
の作成、方言昔話の語りの会「おらほ弁で昔話を語っぺし」の継続的開催などがあげられる。本日は、北村弘子さん
と藤原マチ子さんに、方言による昔話と甚句を披露していただく。方言の力に気づいていただけるものと思う。

☆スペシャルゲスト　釜石「漁火の会」から
　・北村弘子氏：昔話「命てんでんこ」

明治の大津波（1896 年 6 月 15 日発生）を素材にした、釜石に伝わる昔話。子ども３人を抱えた女性の避難
の様子を述べ、「親でも子でも赤子でも命を守れよ」という教えが「命てんでんこ」という言葉となっている
という昔話を、方言で情感豊かに語って伝えられました。

　・藤原マチ子氏：甚句「釜石あの日あの時甚句（願い事）」
平成 25 年 5 月 11 日、北村弘子氏作。唐丹へ家族を探しに行った方々の言葉をもとに。相撲の盛んな大槌出

身の藤原マチ子氏が家族を亡くした悲しみを甚句の節回しに込めて唄って伝えられました。北村弘子氏は隣で
合いの手と手話を。

　・「同じ体験をした」フロアの方から感極まったとの発言があった。

（岩手大学嘱託教授）


